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水産動植物の被害防止及び水質汚濁に係る農薬登録保留基準の設定に係る 

微生物農薬の当面の取扱いについて（案） 

 
 
Ⅰ．経緯 

 
微生物農薬については、現在自然環境にもともと存在するウイルス、細菌、真菌

等の生きた微生物を利用しているのが一般的であり、その作用機作は病原菌等と拮

抗することによる増殖抑制、又は害虫等に対する病原性である。作用を及ぼす対象

生物が限定されていることから、一般に標的外環境生物やヒトに対する安全性は高

いものと期待されている。 

しかしながら、感染性・病原性等の化学合成農薬には該当しないリスクが考えら

れることから、平成９年に、「微生物農薬の登録申請に係る安全性評価に関する試験

成績の取扱いについて（平成 9 年 8 月 29 日付け 9 農産第 5090 号農林水産省農産園

芸局長通知）」により、微生物農薬の安全性評価の基本的考え方及び登録申請に当た

り提出が必要な資料を定めた「微生物農薬の安全性評価に関する基準」(以下「微生

物農薬テストガイドライン」という。）が定められている。 

この微生物農薬テストガイドラインでは、ヒト及び環境生物への感染性・病原性

等の影響の有無を確認するための試験が求められ、この試験で影響が認められた場

合には、第二段階以降の試験が要求される規定となっている。 
なお、これまでに登録された微生物農薬には、第二段階以降の試験を必要とされ

たものはない。 
 
Ⅱ 現状における課題 

 

 水産動植物の被害防止及び水質汚濁に係る登録保留基準は、平成 15 年及び 17 年

に改正され、公共用水域における環境中予測濃度が登録保留基準に適合しない場合

は登録保留する仕組みとされた。微生物農薬についても制度上、この仕組みが適用

されるが、個別の基準値の設定の要否を含めて取扱いが整理されていない状況にあ

る。 
 
なお、昨年９月、配置や塗布等の使用方法で用いられるボーベリア ブロンニア

ティ等５農薬については、「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分

物質等がその使用に係る農地に混入し、又は河川等の水系に流出するおそれが極め

て少ないと認められる場合」（暴露のおそれが極めて少ないと認められる場合）に該

当するとの観点から、基準設定不要で整理したところ。 
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Ⅲ 今後の対処方針（案） 

 
非食用農作物専用農薬安全性評価検討会、水産動植物登録保留基準設定検討会及び

中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会において、微生物農薬テストガイドライン

に基づき提出された試験成績及び独立行政法人農林水産消費安全技術センターの微

生物農薬検討会での検討結果を基に、その毒性等や使用方法等を踏まえて、水質汚濁

に係る水の利用が原因となってヒト及び水産動植物に被害を及ぼすおそれが極めて

少ないと認められるか検討いただき、以下の（１）又は（２）に該当するとの結論が

得られたものについては、水産動植物及び水質汚濁に係る登録保留基準値の設定を行

う必要がない農薬として整理するという運用としたい。 
 
（１）「農薬の登録申請に係る試験成績について」（平成 12 年 11 月 24 日付け 12 農

産第 8147 号農林水産省農産園芸局長通知）別表２の環境中予測濃度に関する試

験成績が「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその

使用に係る農地に混入し、又は河川等の水系に流出するおそれが極めて少ないと

認められる場合」（暴露のおそれが極めて少ないと認められる場合）として試験成

績の提出を要しない場合に相当すると認められた場合。 
 
（２）微生物農薬テストガイドラインに基づくヒトに対する安全性試験の結果及び環

境生物に対する影響試験のうち「１．淡水魚影響試験」「２．淡水無脊椎動物影響

試験」「４．植物影響試験」の結果より、毒性等が認められず、第二段階以降の試

験の必要がないと認められた場合。 
 
なお、微生物農薬テストガイドラインに基づくヒトに対する安全性試験の結果及び

環境生物に対する影響試験のうち「１．淡水魚影響試験」「２．淡水無脊椎動物影響

試験」「４．植物影響試験」の結果より、第二段階以降の試験の必要がある場合は、

第二段階試験以降の対応を求めた上で個別に対応することとする。 
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（参考１）微生物農薬テストガイドラインの概要 

 

 

微生物農薬の安全性については、微生物農薬テストガイドラインに基づき、申

請者に対して、次のア及びイのとおり試験が要求されている。独立行政法人農林水

産消費安全技術センター農薬検査部において提出された試験成績の検査が行われ、

学識経験者からなる微生物農薬の検討会の意見を聴いた上で、登録がなされている。 

 

ア 水産動植物への影響については、供試生物への感染性、病原性等の影響の

有無を確認している。もし、当該試験で影響が認められた場合は、最大無作

用濃度を求めるとともに、第二段階試験として環境中での動態に関する試験

成績を要求することとしている（別紙１（スキーム図）及び別紙２（化学農

薬とのエンドポイント等の違い）参照）。 

 

イ ヒトに対する安全性については、供試動物に対する毒性、感染性、病原性、

生残性の有無を確認している。これら試験で供試動物に毒性等が認められた

場合は、その影響に応じて反復投与試験、作物生残性試験等の高次試験を要

求することとしている（別紙３（スキーム図）参照）。 
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（参考２）既登録の微生物農薬の概要 

 農薬名       微生物

の分類 

用途 種類及び作用機構等 

1 ｽﾀｲﾅｰﾈﾏ･ｶｰﾎﾟｶﾌﾟｻｴ 線虫 殺虫剤 昆虫病原性線虫。昆虫寄生又は土壌中（３態幼

虫期のみ）に生息。 

2 ｽﾀｲﾅｰﾈﾏ･ｸﾞﾗｾﾗｲ 線虫 殺虫剤 昆虫病原性線虫。昆虫寄生又は土壌中（３態幼

虫期のみ）に生息。 

3 ﾊﾞｰﾃｨｼﾘｳﾑ･ﾚｶﾆ 真菌 殺虫剤 糸状菌。アブラムシ類等に寄生。寄主特異性が

高く、魚類やほ乳類等への寄生性はない。水和

剤。 

4 ﾍﾟｷﾛﾏｲｾｽ･ﾃﾇｲﾍﾟｽ 真菌 殺虫剤 糸状菌。昆虫に寄生する。乳剤。 

5 ﾎﾞｰﾍﾞﾘｱ･ﾊﾞｼｱｰﾅ 真菌 殺虫剤 糸状菌。昆虫に寄生する。乳剤、水和剤、シー

ト。 

6 ｺﾆｵﾁﾘｳﾑ･ﾐﾆﾀﾝｽ 真菌 殺菌剤 糸状菌。土壌中の菌核病菌の菌核にのみ寄生し、

菌核を崩壊、あるいは生育を阻害する。水和剤。 

7 ﾄﾞﾚｸｽﾚﾗ･ﾓﾉｾﾗｽ 真菌 除草剤 糸状菌。移植水稲のノビエを対象として湛水土

壌散布する。 

8 ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ ｱﾄﾛﾋﾞﾘﾃﾞ 真菌 殺菌剤 糸状菌。拮抗微生物。土壌中に生息。種子周辺

や根圏等で増殖し、病原菌との競合により発病

抑制能を有する。水和剤。 

9 ﾀﾗﾛﾏｲｾｽ･ﾌﾗﾊﾞｽ 真菌 殺菌剤 子のう菌。拮抗微生物。植物体に定着し、病原

菌との競合及び病原菌への寄生により炭疸病の

発病を抑制する。水和剤。 

10 ﾊﾟｽﾂｰﾘｱ･ﾍﾟﾈﾄﾗﾝｽ 細菌 殺虫剤 ネコブセンチュウの体内でのみ増殖する絶対寄

生菌。水和剤。 

11 ﾊﾞﾁﾙｽ･ｽﾞﾌﾞﾁﾘｽ 細菌 殺菌剤 枯草菌。拮抗微生物。植物体上に住み着き、病

原菌との競合作用により発病抑制能を有する。

水和剤。 

12 ｼｭｰﾄﾞﾓﾅｽ･ﾌﾙｵﾚｯｾﾝｽ 細菌 殺菌剤 桿菌。根内定着により抵抗性反応を生体内に誘

導する。水和剤。 

13 ﾊﾞﾘｵﾎﾞﾗｯｸｽ･ﾊﾟﾗﾄﾞｸ

ｽ 

細菌 殺菌剤 桿菌。拮抗微生物。植物の根圏に定着し、病原

菌との競合作用により発病抑制を有する。水和

剤。 

14 非病原性ｴﾙﾋﾞﾆｱ･ｶﾛ

ﾄﾎﾞｰﾗ 

細菌 殺菌剤 桿菌。葉面上での競合及び葉面上での抗菌物質

の産生による軟腐病の抑制。水和剤。 

15 ﾁｬﾊﾏｷ顆粒病ｳｲﾙｽ ウイル

ス 

殺虫剤 ﾊﾞｷｭﾛｳｲﾙｽ科。チャハマキの幼虫に選択的に感染

し、病気を引き起こす。水和剤。 
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16 ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ顆粒

病ｳｲﾙｽ 

ウイル

ス 

殺虫剤 ﾊﾞｷｭﾛｳｲﾙｽ科。チャノコカクモンハマキの幼虫に

選択的に感染し、病気を引き起こす。水和剤。 

17 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ核多角体病

ｳｲﾙｽ 

ウイル

ス 

殺虫剤 ﾊﾞｷｭﾛｳｲﾙｽ科。ハスモンヨトウの幼虫に感染し、

病気を引き起こす。水和剤。 

18 BT（生菌） 細菌 殺虫剤 ﾊﾞﾁﾙｽ属細菌の生芽胞及び産生結晶。BT 菌の産生

する結晶タンパク質が昆虫の消化管内で分解さ

れ、毒素となる。 

19 ﾍﾟｷﾛﾏｲｾｽ ﾌﾓｿﾛｾｳｽ 真菌 殺虫剤 糸状菌。昆虫に寄生する。水和剤。 

20 ｼｭｰﾄﾞﾓﾅｽ ﾛﾃﾞｼｱ 細菌 殺菌剤 桿菌。水和剤。 
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